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NSFMC

リスク管理の有効性
～ 過去の教訓 ～
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NSFMCリスク（ＡＬＭ）管理の変遷

金利リスク管理
資金マッチング、流動性管理、期間損益

（マチュリティーラダー）

財務会計

金利リスク管理
ＲＯＡ、ポートフォリオ管理、損益・変動リスク

（デュレーション、シナリオ分析）

市場リスク管理
（ポジション管理、損切りルール、ＶａＲ）

規制金利下 金利自由化 （ＢＩＳ１次）

管理会計

金融ビッグバン （ＢＩＳ２次） 規制緩和本格化 自由化完了？（新ＢＩＳ）

コール、国債

円円スワップ
ヘッジ取引

９０年 ９５年 ００年 ０５年
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営業性
資産
営業性
資産 縁故性

調達
縁故性
調達

市場運用市場運用

市場調達市場調達

※１ RAROC: Risk-Adjusted Return on Capital
※２ RARORA：Risk-Adjusted Return on Ｒｉｓｋ Assets

（ポジション管理、損切りルール、ＶａＲ）

運用 調達

調達運用
営業性
資産
営業性
資産 縁故性

調達
縁故性
調達

市場運用市場運用

市場調達市場調達

デリバデリバ デリバデリバ

金利リスク管理
（ＥａＲ，金利ＶａＲ）

市場リスク管理
（ＶａＲ、ストレス・バックテスト）

信用リスク管理
（ＰＤ、ＬＧＤ、ＶａＲ）

統合（的）リスク管理
自己資本管理

（※1 ＲＡＲＯＣ、※2 ＲＡＲＯＲＡ）

ヘッジ取引

時価会計
（導入）

デリバティブ

資産・負債構成

？



NSFMC

短期貸出 ７．９

長期貸出 ５．０

大手邦銀５行
85年度平均残高
（国内業務）

兆円

短期貸出 ６．８

長期貸出 １５．６

同 左
90年度平均残高
（国内業務）

兆円

短期貸出 １２ １３

長期貸出 １７ １６

大手邦銀（A)
00~03年度平均残高

（国内業務）
兆円

２つのポートフォリオの崩壊
前回金融危機（バブル崩壊）等における
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公社債 １．５

株 式 ０．６

資 本 ０．８

公社債 ２．５

株 式 ２．３

資 本 ２．０

公社債 ８ １２

株 式 ５ ３

資 本 ２．５ ３．０

注）鷲見推測

金利自由化

ＢＩＳ比率
規制導入

バブル崩壊
金融・経済危機

規制緩和
資金需要低迷

ＡＬＭポートフォリオ劣化
ＡＬＭポートフォリオ崩壊
与信ポートフォリオ崩壊



NSFMC

ポートフォリオの崩壊事由

経 営 環 境 ＢＩＳ比率規制
（明日の可能性＜今日の現実 ？）

不良債権処理、収益対策

ＡＬＭ（金利リスク）

リスク管理の有効性①
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経 営 環 境 急激な金融政策

構造的な資金需要（収益）の低迷

ポートフォリオ管理の視点欠如

プロセス（リスク）制御機能不十分

リスク管理能力

与 信（信用リスク）



NSFMC
サブプライム、リーマン債問題（市場リスク管理）

(出所）Bloombergデータより作成
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NSFMC

市場ポートフォリオの劣化事由

経 営 環 境 構造的な資金需要（収益）の低迷

多様な金融商品（投信、債券等）の登場

リスク管理の有効性②
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ポートフォリオ管理（限界）の視点欠如
（銘柄集中、商品集中）

市場業務運営ポリシーの欠如
プロセス（リスク）制御機能不十分

業務管理能力



NSFMC

ＡＬＭと市場運用・管理の高度化
～実務で使えない収益・リスク管理からの脱却～
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～実務で使えない収益・リスク管理からの脱却～



NSFMC

①経営環境認識
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①経営環境認識



NSFMC金融機関の経営環境（変化）

収益力低下（懸念） 金利上昇、長短金利差縮小

資金需要の更なる低迷

信用コストの急増
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錯綜する規制 新ＢＩＳ、金融評定制度、Ｊ－ＳＯＸ

経営管理、内部体制高度化を規制？

業務運営の変革を要求？



NSFMC地域金融機関バランスシ－ト（イメ－ジ）

現金預け金 ５

有
価
証
券
２０

国債 ５

社債等 １０

株式 ５

運用

預
金

Ｃ
Ｄ

定期性 ５０

調達

国債 ５

（資産流動性）

現金 預金 ５ ５
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２０

貸
出
金
７０

法人長期 ３５

法人短期 １５

住宅ロ－ン ２０

その他資産 ５

計 １００

９０

その他負債 ５

要求払い ４０

資本勘定 ５

国債 ５

株式・債券 ？

貸出金 ？
（流動化）

計 ？

計 １００



NSFMC

＜地域金融機関のリスク・リターンプロファイルのイメージ＞

リスク（ＡＬＭ）ポートフォリオの変化とリスク管理

融資業務
政策株

ＡＬＭ

規制緩和以前 規制緩和（バブル崩壊）以降

信用リスク 大
市場リスク 大

（信用リスクとしての定義可能）

金利リスク 小

特大
小

小

資金・収益 リ ス ク業 務

融資業務
政策株

ＡＬＭ

信用リスク 大
市場リスク 大

（信用リスクとしての定義可能）

金利リスク 大

大
小

大

資金・収益 リ ス ク業 務
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ＡＬＭ

市場業務
国際業務

信用リスクを管理すれば充分
（個別審査等伝統的手法）
各リスクの相関分析・管理は不要

信用リスク管理の高度化不可欠
（ポートフォリオ管理の重視）

市場リスク管理の高度化不可欠
（市場運用＜信用・市場リスク＞、住宅ローン
等固定金利運用＜金利リスク＞の増大）

各リスクの相関分析・管理重要
（同時に顕在化するのか、回避できるのか）

前回金融危機
（与信ポート悪化）
（資金需要低迷）

12

金利リスク 小

市場リスク 小
信用・市場リスク 小

小

小
小

ＡＬＭ

市場業務
国際業務

金利リスク 大

信用・市場リスク 小～大
信用・市場リスク 小

大

中
小



NSFMC

②ＡＬＭ（収益・リスク）管理の方向性
～日本的ＲＡＲＯＣ管理～
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～日本的ＲＡＲＯＣ管理～



NSFMCＡＬＭ（収益・リスク）管理・運営の目的

財務健全性の確保

リスク・リターンの最適化

経営体力（自己資本）対比でリスクをコントロールし、不測の事態に陥った場合にも一定の
財務の健全性を堅持

収益構造分析を元に作成されたリスク・リターンプロファイルと、経営方針（収益目標）に基
づき、最適なリスク・リターンを実現
自己資本比率、時価価値、収益性、事業の拡大（将来性）のバランスの確保

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.
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期間損益の重視

ＡＬＭ（収益・リスク）管理の目的は、資産、負債を一元的に管理し、収益構造（ＢＳ）と
リスク構造の最適化を目指し、安定的且つ成長性ある収益基盤の構築を実現すること

自己資本比率、時価価値、収益性、事業の拡大（将来性）のバランスの確保

期間損益対比でリスクをコントロールし、適切な収益を維持
時価の変動（ＶａＲ）だけでなく、期間損益の変動（ＶａＲ、ＥａＲ）についても重視
（年度の期間損益だけではなく、中長期的且つ安定的な期間損益が経営には肝要）



NSFMC

粗利益管理
Profit

Management

＜商品・チャネル・個社・部店・部門別管理＞

純 益＝粗利益（ＴＰベース）－ 経費
－ 信用コスト(ＰＤ、ＬＧＤ)

１．「信用コスト考慮後純益」 各部門・商品等共通の収益指標

収益・リスク管理の概要
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Management

信用コスト管理
Risk

Management

経 費 管 理
Cost

Management

ＮＰＶ＝期間の異なるキャッシュフロー
（収益）の共通尺度

純益
管理



NSFMC

信用コスト

考慮後純益

純益／資本純益／リスク資産

２．経営効率指標 ＜限りある経営資源 リスク資本／資金／コスト＞

ＡＬＭ部門
ＴＰ（Ｓ－Ｌ）収益／金利ＶａＲ

ＲＡＲＯＣ（具体例）

収益・リスク管理の概要
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リスク
資 産

（資金）

リスク
資 本

（ＶＡＲ）

ＲＡＲＯＲＡ ＲＡＲＯＣ

種々の制約条件
下での収益極大
化を図る指標

自己資本

(Tier1)

法人部門
利鞘（ＴＰ）＋手数料収益／信用ＶａＲ

個人部門
利鞘（ＴＰ）＋手数料収益／ＯＰ ＶａＲ

市場部門
トレーディング収益／市場ＶａＲ

（収益は経費・信用コスト等考慮後純益）

１００％以下

(ＢＩＳ)



NSFMC

内部管理態勢＝経営インフラの高度化

収益・リスク管理高度化の為の３要素

マネジメントプロセス
（組織・体制・制度）

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.
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システ ム
（収益・リスク管理）



NSFMC

統合VＡR(リスク資本)

信用
リスク

市場
リスク

統合管理の限界

技術的制約(VＡRの限界)
統合管理のコスト負担
業務への適用の限界・リスク

リスク統合管理のイメージ

ＡＬＭ ＶＡＲ
（Ｂａｎｋｉｎｇ）

レベルインディケーターの設定

経営インフラ
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Credit
VＡR(国内)

Banking
VＡR

Trading
VＡR

Credit
VＡR(海外)

事務・システムリスク 法務コンプラリスク 流動性/決済リスク

（信用・市場リスク管理高度化の前提）

統合管理の要件

管理の目的と範囲の明確化
適切な前提の設置
（指標の有効活用）
モニタリングの重視

意思決定のプロセス高度化
定性的リスク管理高度化

定量的リスク管理アプローチ



NSFMC統合収益リスク管理ソリューション

統合収益リスク管理DB TP(仕切りレート)

ABC原価積上げ

信用コスト算出

統合収益管理サーバ

約定明細 経費 保全明細 顧客情報 店舗マスター 手入力役務 ・・・

統合リスク
ALM

市場リスク
信用リスク

営業店
予算管理

経営インフラ
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本部企画部門 営業店

Web-Excel連携ツール

TotalQuants

統合リスク
管理

ALM・市場
リスク管理

全行・部門・
店別

予算策定

オペレーショナル
リスク管理

信用コスト
管理

信用
リスク管理

営業店
収益管理

営業店
予算策定
予実分析

新BIS規制
個社別

シミュレーション

赤富士
NSRAPM

OpQuants 北斎 BancWareALM5 NSCPS
MarketQuants
BancWareALM5

• TotalQuants＼トータルクオンツ、MarketQuants＼マーケットクオンツ、OpQuants＼オップクオンツ、
赤富士、北斎、NSRAPM、NSCPSは､新日鉄ソリューションズ株式会社の登録商標です。

• その他本文記載の会社名及び製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。



NSFMC

経 営 （取締役会等）

統合リスク・リターンポー
トフォリオ定期報告

資金
計画

意思決定、内部統制、評価のＰＤＣＡサイクル

純益
計画

ﾘｽｸ配賦/
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

長計、総合業務計画
の策定・付議 モニタリング

ＡＬＭ、クレジット、
マーケットポリシーの
制定

市場・信用リスクに係
る諸規程・制度の企
画・支援

ＡＬＭ委員会

マネジメント プロセス

ＡＬＭ計画

リスク管理委員会

統合ＶａＲ
信用/市場

レベルイン
ディケーター

流動性／決済
オペレーション
法務コンプラ

経営インフラ
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本邦・非本邦営業部門

トレーディング・ＡＬＭ部門

市場・信用
リスク

ポジション・損益
ポートフォリオ
モニタリング

リスク関連システムの
企画推進、開発管理

リスク計測定義及びポ
ジション枠、損益の計
測定義の決定

計画 計画 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

リスク計量化・マネジ
メント手法の導入高度
化研究リスク専担部

画・支援

（経営直轄組織）
ＡＬＭ管理・運営部

ＣＦＯ
(Chief Finance Officer)

内部監査セクション

内部監査

信用/市場ディケーター
法務コンプラ

ＣＲＯ
(Chief Risk Officer)



NSFMC

③ＡＬＭ管理と市場運用等の事例
～実務的視点での留意点～
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～実務的視点での留意点～



NSFMCALM（収益・リスク・ＢＩＳ）管理ＰＤＣＡ

中長期・年度 経営・業務計画の策定（例）

リスクポートフォリオ作成

資金計画・収益計画

営業部店（中期）計画

国内部門・ブロック（中期）計画

リスクプロファイル、ＢＩＳ実績
に基づき複数案作成
主要リスク見込みはポートフォ
リオマネージャーが把握

リスク統括部

総合企画部

営業部店自主計画
大口等与信先情報
（月次、四半期予実管理）

大口、主要与信先
特定リスク 情報
（月次、四半期管理）

部店別
資金・収益
計画

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.
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ポートフォリオ計画

経営・業務計画（計数）

リスクポートフォリオをベース
に資金・収益・ＢＩＳ・資本配賦
計画原案作成ー＞確定

資金・収益計画に基づき、リスク、
ＢＩＳ比率、資金・収益再計算

ＡＬＭ委員会常務会

リスク統括部

国内部門自主計画
大口、主要与信先情報

市場国際部門自主計画
株式・債券・金利等リスク計数

市場国際部門（中期）計画

部門、ブロック別資本・リスクアセット配賦額
同資金・収益・ＢＩＳ計画、プライシングガイドライン



NSFMC

主要リスク

統合リスク管理の実務的運用

信用ＶａＲ計測

投資勘定

特定業種等与信

※各リスク間の相関分析（同時に
顕在化するか？ヘッジできる？）が
重要 統合ＶａＲによる管理だけで

なく、個別の主要リスク管
理が不可欠

特定与信のポートフォリオ

統合ＶａＲ計測

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.
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市場統合ＶａＲ計測

投資勘定
（株・投信・債券 等）

ＡＬＭ・金利

オペＶａＲ計測

主要リスクの統合的管理制
度、マネージャーの設置、
経営ＰＤＣＡ等への活用

特定与信のポートフォリオ
管理制度、マネージャー
の設置と経営ＰＤＣＡ等へ
の活用



NSFMCＡＬＭ（ポートフォリオ）計画（例）

①金利ポート（デュレーション）構成

②市場ポート構成（円債以外の組入比率）

2010年度

プラン１

プラン10

ポートフォリオ構築
 プランの選定・変更

前提条件、制約条件等
 経営計画
 ALM方針

 預貸金動向を踏まえ
た流動性リスク管理

 アウトライヤー比率

プラン３

 主要着目資産：株式、外貨建て資産、
仕組債等

 主要管理指標（リターン）：売買損益
 主要管理指標（リスク） ：VaR

 主要管理指標（相関）：信用・金利リスク

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.24

2011年度

・・・

５年間 計

 アウトライヤー比率
 ＢＩＳ比率 等

期間損益
99%信頼金利ＶａＲ

99%信頼EaR

 主要資産：貸出金、預金、円債（国債を中心）
 主要管理指標（リターン）：資金利益

 主要管理指標（リスク） ：EaR、信用ＶａＲ



NSFMC市場ポートフォリオ構築フレームワーク（例）

ALM上の前提 検討事項 対象商品種類

金利等シナリオ 金利等のシナリオはＡＬＭ方針の前提と一致 債券、株式等

ボリューム 市場規模が大きく、随時購入可能
将来のリバランスを見据えた銘柄選定

国債、政保債、地方債等

収益 当初は資金利益中心に検討

資金利益 アモチ、アキュムを含めた利回り水準
長短ミスマッチ収益と金利リスク

社債、地方債、政保債、国債、外債、REIT、仕組債等
（信用リスク、金利リスク勘案し長期債投資）

売買損益 商品の流動性が高く、評価損時の売却可能性 株式、国債等

デュレーション 再投資を勘案し、償還時期を分散 債券を中心

ＶａＲ 金利、株価、為替等の市場統合ＶａＲ、信用リスク相関 債券（円、外貨）、株式（円、外貨）等

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.

ＶａＲ 金利、株価、為替等の市場統合ＶａＲ、信用リスク相関 債券（円、外貨）、株式（円、外貨）等

流動性準備額 適正規模の流動性を確保

リスク管理基準 概要

リスク上限額 資金運用部門資本配賦額
VaRの計測

商品カテゴリー別リスク上限額 市場リスクの統合管理

損失限度額 期間損益への影響を勘案し実現損益、評価損益
合計での限度額管理

ロスカットルール 期間損益への影響を勘案して設定

流動性基準 投資対象の市場流動性（市場流動性リスク）
日銀担保適格性（資金繰りリスク）

資金運用業務運営基準 概要

分散投資基準 一銘柄投資上限額(原則)

投資抑制商品 リスクリテラシーに基づく選定

大口投資基準・管理義務 大口投資の決裁権限、特別管理義務

格付基準 格付別投資上限額

その他運営基準 5ページご参照

資金運用ポートフォリオ構築
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NSFMC個社別ＲＡＲＯＣ管理実践例（参考）

個社別リスクリターン分析（97/12末） リスク資本上位30社 対象：ＸＸＸを除く
単位：百万円、％

社名 業種
信用
ﾗﾝｸ

円貨建
残高

円貨ﾈｯﾄ与信
担保

回収率
粗利益

表面
ＲＯＡ

信用
ﾘｽｸ料

ﾘｽｸ控除後
収益

ﾘｽｸ控除後
ROA

ｸﾚｼﾞｯﾄ
VAR

ﾘｽｸ資本
ﾘｽｸ控除後

ROE

A 信販業 A 36.2% 1,601 193.0 6,761 20,090 7.0

B その他金融業 B 22.5% 877 197.8 6,692 19,879 3.4

C その他金融業 D1 40.3% 164 152.3 5,538 16,463 0.1★

D その他金融業 D1 36.6% 190 135.5 4,173 12,383 0.4

E 建設業 A 14.1% 601 156.4 3,740 11,065 4.0

F 不動産業 D1 100.0% 166 45.0 3,636 10,864 1.1

G 不動産業 D1 69.5% 132 71.4 2,095 6,214 1.0

H 不動産業 D1 31.5% 123 96.6 2,002 5,910 0.4★

I 鉱物・金属材料（国内） D1 40.4% 88 89.6 1,918 5,665 0.0★

J その他金融業 D1 20.0% 18 97.1 1,796 5,292 -1.5★

K 不動産業 D1 100.0% 226 30.6 1,689 5,038 3.9

L 電気（９電力） AA 17.1% 971 43.2 1,659 4,935 18.8

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.
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L 電気（９電力） AA 17.1% 971 43.2 1,659 4,935 18.8

M 建設業 B 31.5% 404 87.5 1,419 4,169 7.6

N 総合リース業 C 69.8% 84 59.9 1,066 3,138 0.8★

O 総合リース業 A 2.0% 55.5491 81.4 953 2,777 -0.9★

P その他金融業 D1 100.0% 144 22.5 917 2,729 4.5

Q 総合リース業 C 13.5% 83 78.8 881 2,565 0.2★

R 総合リース業 B 49.4% 146 60.0 819 2,398 3.6★

S 総合リース業 A 78.8% 306 49.3 805 2,365 10.9

T 総合リース業 A 37.0% 170 63.9 753 2,194 4.8★

U 百貨店 D1 78.4% 56 36.7 734 2,167 0.9★

V その他サービス業 D1 75.9% 99 38.0 722 2,129 2.9

W 住宅金融業 D1 75.0% 110 37.8 694 2,046 3.5

X 不動産業 D1 100.0% 38 18.8 640 1,900 1.0★

Y 信販業 A 18.9% 265 63.1 637 1,847 10.9

Z 信販業 A 38.6% 471 56.4 597 1,735 23.9

AA その他運輸通信業 C 16.8% 80 63.2 585 1,692 1.0★

ＡB 不動産業 C 82.0% 297 36.9 568 1,667 15.6

ＡC 信販業 AA 41.7% 942 19.5 520 1,541 59.8

ＡD 鉱業 C 53.1% 125 48.3 513 1,489 5.2



NSFMC

セグメント分析（要約 ）

社数分布 ％

残高分析 ％

表面粗利益分布 ％

信用リスク料・経費控除後純益分布 ％

リスク資本分布 ％

社数 小
残高 中
粗利 中

社数 小
残高 中

大

ポートフォリオ戦略と体制構築

総合取引展開
アセット

リスクオー

バーアーセット

ダウングレード
リスクへの対応
不可欠

ポートフォリオマネジメント実践例（参考）

Ｐ

Ｇ

大口与信ポートフォリオマネジメント
市場運用との（個別）相関管理

戦略的プライシングガイドライン等
による融資基盤拡充と見直し
市場運用との業種別相関管理

大

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.
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粗利 中
純益 大
資本 中

残高 中
粗利 中
純益 小
資本 大

社数 中
残高 中
粗利 中
純益 中・大
資本 小

社数 小
残高 中
粗利 中
純益 小(▲)
資本 小

１ ３ ４ ５２

ネ
ッ
ト
与
信
残
高

小

アセット

（メイン先）
（資本毀損リ

スク大）

ストック・アセット

（安定収益源）

選択と集中

成長企業の積極的な発掘と
基盤取引化推進(絞り込み）

企業の成長性、
取引の展開が
期待出来ない
場合は見直し

高 低

Ｐ

Ｐ

Ｇ

Ｇ

個別戦略の
積上による
最適ポートフ
ォリオの構築

小

ネ
ッ
ト
与
信
残
高

信用力



NSFMC

信用コスト考慮後
資本コスト考慮後

純 益
＝粗利益－信用コスト－経費－資本コスト

格付：Ａ

純益（金額）

取引採算モデルと与信上限例（参考）

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.
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与信額

採算ライン

格付：Ｂ

格付：Ｃ
最適ポイント



NSFMC内部統制フレームワークと金融検査マニュアル

内部統制の目的

活
動

金融検査マニュアルの対象JSOXの目的

リスクの識別

リスクの分類

リスクの分析と評価

統制活動

内
部
統

統制環境

リスクへの対応

全社的なリスクと業
務プロセスのリスク

過去に存在したこと
のあるリスクと未経

験のリスク

リスクの回避

リスクの低減

リスクの移転

JSOXのフレームワーク
金
融
機
関
の
内
部
管
理
・

リ
ス
ク

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア

リスクの評価と対応

内部統制（ＣＯＳＯ）フレームワーク
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内部統制
の組織単位

内
部
統
制
の
構
成
要
素

統制環境

リスクの評価と対応

統制活動

情報と伝達

モニタリング

ＩＴへの対応

事
業
単
位
Ａ

事
業
単
位
Ｂ

活
動
1

活
動
2

情報と伝達
統
制
の
構
成
要
素

情報の識別・把握・処理

情報の伝達

日常的なモニタリング

独立的な評価

リスクの移転

リスクの受容

IT環境への対応

ITの利用及び統制

ク
管
理
の
フ
レ
｜
ム
ワ
｜
ク
を
提
供

ア
ル
の
構
成
内
容
に
反
映

モニタリング

ITへの対応

29

リスクは収益の源泉（銀行はリスクの評価、仲介、引受けを生業とする）
リスク管理は業務・経営そのもの（他の業種とは大きく異なる）



NSFMC
会社概要

会社名 ＮＳフィナンシャルマネジメントコンサルティング株式会社

（略称 ＮＳＦＭＣ）

設立 平成１９年４月２５日

開業 平成１９年８月 ９日

資本金 ４，５００万円
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資本金 ４，５００万円

株主 新日鉄ソリューションズ株式会社 １００％

取締役社長 鷲見 守康

所在地 東京都中央区新川２－２７－１ 東京住友ツインビル１２階

Ｔｅｌ：０３－５５４２－７９７１（代）

http // www.nsfmc.com
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NSFMC

株式会社金融エンジ
ニアリンググループ

FEG

NSフィナンシャルマ
ネジメントコンサル
ティング株式会社

NSFMC

新日鉄ソリューションズグループの概要

業務コンサル 金融モデル

• リスク管理高度化
• ビジネスソリューション
• 内部監査支援

• リテール自動審査モデル
• リスク管理等の数理分析
• データマイニング技術

Copyright 2009 by NSFMC, All rights reserved.

新日鉄ソリューショ
ンズ株式会社

NSSOL

システム構築

• データマイニング技術

• ALM/リスク管理/バーゼルⅡ等のパッケージ提供
• トレーディング/リスク管理/収益管理等のシステム開発
• データベース構築技術
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NSFMC

ご清聴ありがとうございました

 本資料内容の無断転記・転載はご遠慮ください

 ご不明な点、ご相談がありましたら下記までお問い合わせください
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ＮＳフィナンシャルマネジメントコンサルティング株式会社

電話 ０３－５５４２－７９７１（代表）
http//www.nsfmc.com


